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は
じ
め
に

大
正
四
年
三
月
、
馬
場
孤
蝶
は
衆
議
院
選
挙
に
立
候
補
す
る
。
こ
の
立
候
補
の
動
機
と
し
て
、

明
治
四
三
年
に
起
き
た
大
逆
事
件
に
対
す
る
抵
抗
と
、
思
想
・
言
論
の
自
由
へ
の
抑
圧
や
発
禁
処

分
強
化
に
対
す
る
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
私
は
以
前
に
述
べ

（
１
）

た
。
そ
し
て
こ
の
立
候
補
に
際
し
、

『
孤
蝶
馬
場
勝
彌
氏
立
候
補
後
援
現
代
文
集
』（
大
四
・
三
、
実
業
之
世
界
社
、
以
下
『
現
代
文
集
』）

が
出
版
さ
れ
、
八
一
名
の
作
家
た
ち
が
原
稿
を
寄
せ
て
応
援
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
論
じ

（
２
）

た
。

こ
の
『
現
代
文
集
』
に
、
か
つ
て
孤
蝶
と
共
に
『
文
学
界
』
同
人
で
あ
っ
た
平
田
禿
木
の
文
章
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
や
は
り
同
人
で
あ
っ
た
戸
川
秋
骨
の
掲
載
は
な
い
。
し
か
し
、『
第

三
帝
国
』
第
三
三
号
（
大
四
・
二
）
の
『
現
代
文
集
』
の
広
告
に
は
、
執
筆
者
に
秋
骨
の
名
が
含

ま
れ
て
い

（
３
）

る
。
こ
の
時
点
で
は
秋
骨
も
執
筆
者
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
で

掲
載
に
至
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
二
〇
年
代
、
西
洋
文
化
に
目
を
向
け
自
由
な
精
神
を
求
め
た
『
文
学
界
』
の
一
員
と
し
て
、

孤
蝶
と
秋
骨
は
若
い
時
代
を
過
ご
し
た
。
秋
骨
は
『
文
学
界
』
に
「
変
調
論
」（
第
一
三
号
、
明

二
七
・
一
）
等
を
書
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
秋
骨
が
孤
蝶
と
共
に
樋
口
一
葉
と

の
交
友
も
持
っ
た
こ
と
も
、
よ
く
指
摘
さ
れ
る
。
一
葉
の
日
記
に
は
、
秋
骨
が
孤
蝶
と
一
緒
に
あ

る
い
は
一
人
で
、
頻
繁
に
一
葉
宅
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
思
想
・
言
論
の
自
由
が
抑
圧
さ
れ
て
い
く
時
代
を
、

孤
蝶
は
衆
議
院
選
挙
立
候
補
と
い
う
か
た
ち
で
格
闘
し
て
い
た
と
い
え
る
。
で
は
秋
骨
は
、
こ
の

抑
圧
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
こ
の
時
期
に
新
聞
・
雑
誌
等
に
掲
載
さ
れ
た
、
秋
骨
の
評
論
・
随
筆
を
探
り
た
い
。

秋
骨
も
、
大
逆
事
件
以
前
の
思
想
・
言
論
の
抑
圧
に
つ
い
て
、
そ
し
て
幸
徳
秋
水
の
処
刑
に
関
連

し
て
、
ま
た
そ
の
後
の
発
禁
強
化
に
つ
い
て
、
鋭
い
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
秋
骨
の
多

く
の
評
論
・
随
筆
の
な
か
に
時
折
現
れ
る
、
断
続
的
な
も
の
で
あ
る
。
だ
が
集
め
て
み
る
と
、
こ

の
時
期
の
秋
骨
に
、
思
想
・
言
論
の
自
由
へ
の
抑
圧
に
抵
抗
し
続
け
た
一
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
見

え
て
く
る
。
ま
た
彼
は
、
民
本
主
義
や
、
関
東
大
震
災
で
殺
害
さ
れ
た
大
杉
栄
に
関
す
る
文
章
も

書
い
て
い
る
。

秋
骨
は
、『
文
学
界
』
以
降
も
多
く
の
評
論
・
随
筆
を
書
い
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
の
文
章
は

あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
笹
淵
友
一
氏
は
『「
文
學
界
」
と
そ
の
時
代

上
』（
一
九
五
九
・

一
、
明
治
書
院
）
で
、「
尤
も
三
十
四
・
五
年
以
来
彼
は
再
び
「
帝
国
文
学
」「
明
星
」
等
に
執
筆

し
、
翻
訳
家
と
し
て
も
活
動
す
る
が
、
（
略
）
秋
骨
の
主
体
的
な
文
壇
的
活
動
は
「
文
学
界
」
時

代
を
も
つ
て
代
表
さ
れ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
、
そ
の
後
の
文
章
に
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。

だ
が
坪
内
祐
三
氏
は
、「
戸
川
秋
骨
の
エ
ッ
セ
イ
に
つ
い

（
４
）

て
」（『
図
書
』
第
六
四
六
号
、
二
〇

〇
三
・
二
）
で
、「
明
治
文
学
史
に
そ
の
名
を
輝
か
せ
て
い
る
透
谷
や
藤
村
よ
り
も
、
私
は
、
晩

年
に
な
っ
て
滋
味
あ
ふ
れ
る
エ
ッ
セ
イ
や
回
想
文
を
発
表
し
て
い
た
孤
蝶
、
禿
木
、
秋
骨
の
三
人

組
の
方
が
好
き
だ
。
中
で
も
一
番
、
私
の
体
質
に
合
っ
て
い
る
の
が
秋
骨
の
エ
ッ
セ
イ
だ
。」
と

述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
氏
は
、『
戸
川
秋
骨

人
物
肖
像
集
』（
二
〇
〇
四
・
三
、
み
す
ず
書
房
）

を
刊
行
し
て
い

（
５
）

る
。

秋
骨
の
評
論
・
随
筆
の
一
端
を
探
り
た
い
。

明
治
末
期
か
ら
大
正
に
見
る
、
戸
川
秋
骨
の
評
論
・
随
筆

大
逆
事
件
・
発
禁
・
関
東
大
震
災
・
笑
い

塚
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一

大
逆
事
件
前
の
秋
骨
の
評
論
・
随
筆
を
見
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
孤
蝶
立
候
補
は
大
逆
事

件
や
思
想
・
言
論
の
自
由
へ
の
抑
圧
に
対
す
る
抵
抗
と
い
う
面
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考

察
し
、
当
時
の
新
聞
・
雑
誌
記
事
を
辿
る
な
か
で
見
え
て
き
た
の
は
、
社
会
主
義
批
判
は
、
自
然

主
義
文
学
、
個
人
主
義
、
女
性
解
放
へ
の
抑
圧
と
並
行
し
て
起
き
て
お
り
、
西
洋
思
想
全
体
へ
の

抑
圧
と
し
て
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
同
時
に
、
儒
教
道
徳
の
隆
盛
と
連
動
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ

（
６
）

る
。

秋
骨
は
、
こ
の
よ
う
な
動
き
を
批
判
し
て
い
る
。
明
治
四
一
年
一
一
月
「
女
優
、
社
会
主
義
、

而
し
て
儒
教
」（『
明
星
』
申
歳
第
一
〇
号
）
を
見
る
。

牧
野
前
文
相
が
新
任
の
当
時
訓
令
を
発
し
て
青
年
輩
の
濫
り
煩
悶
す
る
こ
と
を
戒
め
、
同
時

に
社
会
主
義
に
対
し
て
注
意
す
る
所
が
あ
つ
た
。
僕
は
当
時
此
の
訓
令
を
以
つ
て
如
何
に
も

因
果
本
末
の
理
を
解
し
な
い
迂
闊
の
見
解
と
し
て
笑
つ
た
の
で
あ
る
。
爾
来
煩
悶
病
が
ど
う

な
つ
た
で
あ
ら
う
か
、
苦
悶
病
は
一
寸
見
廻
は
し
た
所
で
は
無
く
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、

（
略
）
遂
に
稍
々
基
礎
の
立
つ
た
主
義
と
な
つ
て
顕
は
れ
た
。
自
然
主
義
が
煩
悶
病
の
正
当

な
後
身
で
は
あ
る
ま
い
、
併
し
そ
の
近
い
血
縁
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
証
明
さ
れ
る
。
そ
れ

故
自
然
主
義
に
全
然
賛
成
な
れ
ば
、
文
相
の
前
に
出
し
た
煩
悶
病
に
対
す
る
警
戒
は
無
用
の

も
の
と
な
り
、
ま
た
前
の
が
必
要
の
も
の
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
文
相
は
自
然
主
義
禁
圧
の

訓
令
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

秋
骨
は
牧
野
前
文
相
が
新
任
当
時
の
訓
令
で
、
青
年
の
「
煩
悶
病
」
を
戒
め
た
こ
と
を
取
り
上

げ
、
そ
れ
が
起
点
と
な
っ
て
自
然
主
義
が
「
禁
圧
」
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
秋
骨
は
、

社
会
主
義
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
曩
日
の
文
相
の
訓
令
は
何
程
の
効
果
が
あ
つ
た
で
あ

ら
う
か
、
社
会
主
義
は
益
す
瀰
つ
て
来
る
と
云
ふ
事
で
は
な
い
か
。
そ
れ
故
近
頃
は
又
た
特

に
甚
し
く
こ
れ
を
圧
迫
す
る
方
針
が
其
筋
に
あ
る
と
か
聞
い
た
が
、
そ
れ
が
又
た
前
の
訓
令

同
様
の
結
果
に
な
る
。
凡
そ
物
事
は
圧
迫
す
れ
ば
す
る
程
さ
れ
る
者
の
勢
力
は
加
は
は
る
。

と
い
う
。
そ
し
て
、「
近
頃
又
た
儒
教
復
興
の
声
を
挙
げ
る
者
が
あ
る
と
か
聞
い
た
。（
略
）
僕
は

こ
れ
を
以
て
失
望
の
声
と
見
る
。
寧
ろ
卑
怯
の
叫
と
云
ふ
。」
と
、
儒
教
復
興
を
危
惧
し
て
い
る
。

秋
骨
は
、
政
府
が
警
戒
す
る
の
は
逆
効
果
に
な
る
と
、
自
然
主
義
や
社
会
主
義
へ
の
抑
圧
を
皮

肉
を
込
め
て
批
判
し
て
い
る
の
で
あ

（
７
）

る
。

秋
骨
が
批
判
し
て
い
る
牧
野
前
文
相
の
新
任
当
時
の
訓
令
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

明
治
三
九
年
六
月
九
日
付
「
文
部
省
訓
令
第
一
号
」（『
官
報
』
六
八
八
二
号
）
を
見
る
。

学
生
生
徒
ノ
本
分
ハ
常
ニ
健
全
ナ
ル
思
想
ヲ
有
シ
確
実
ナ
ル
目
的
ヲ
持
シ
刻
苦
精
励
他
日
ノ

大
成
ヲ
期
ス
ル
ニ
在
ル
ハ
固
ヨ
リ
言
ヲ
俟
タ
ス
殊
ニ
戦
後
ノ
国
家
ハ
将
来
ノ
国
民
ニ
期
待
ス

ル
所
益
々
多
ク
今
日
ノ
学
生
生
徒
タ
ル
者
ハ
其
ノ
責
任
一
層
ノ
重
キ
ヲ
加
ヘ
タ
ル
ヲ
以
テ

各
々
学
業
ヲ
励
ミ
一
意
専
心
其
ノ
目
的
ヲ
完
ウ
ス
ル
ノ
覚
悟
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

然
ル
ニ
近
来
青
年
子
女
ノ
間
ニ
往
々
意
気
銷
沈
シ
風
紀
頽
廃
セ
ル
傾
向
ア
ル
ヲ
見
ル
ハ
本
大

臣
ノ
憂
慮
ニ
堪
ヘ
サ
ル
所
ナ
リ
（
略
）
近
時
発
刊
ノ
文
書
図
書
ヲ
見
ル
ニ
或
ハ
危
激
ノ
言
論

ヲ
掲
ケ
或
ハ
厭
世
ノ
思
想
ヲ
説
キ
或
ハ
陋
劣
ノ
情
態
ヲ
描
キ
教
育
上
有
害
ニ
シ
テ
断
シ
テ
取

ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
尠
シ
ト
セ
ス
故
ニ
学
生
生
徒
ノ
閲
読
ス
ル
図
書
ハ
其
ノ
内
容
ヲ
精
査
シ

有
益
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
勧
奨
ス
ル
ト
共
ニ
苟
モ
不
良
ノ
結
果
ヲ
生
ス
ヘ
キ
虞
ア
ル
モ
ノ

ハ
学
校
ノ
内
外
ヲ
問
ハ
ス
厳
ニ
之
ヲ
禁
遇
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
取
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

又
頃
者
極
端
ナ
ル
社
会
主
義
ヲ
鼓
吹
ス
ル
モ
ノ
往
々
各
所
ニ
出
没
シ
（
略
）
建
国
ノ
大
本
ヲ

藐
視
シ
社
会
ノ
秩
序
ヲ
紊
乱
ス
ル
カ
如
キ
危
険
ノ
思
想
教
育
界
ニ
伝
播
シ
我
教
育
ノ
根
柢
ヲ

動
カ
ス
ニ
至
ル
コ
ト
ア
ラ
ハ
国
家
将
来
ノ
為
メ
最
モ
寒
心
ス
ヘ
キ
ナ
リ
事
ニ
教
育
ニ
当
ル
者

宜
シ
ク
留
意
戒
心
シ
テ
矯
激
ノ
僻
見
ヲ
斥
ケ
流
毒
ヲ
未
然
ニ
防
ク
ノ
用
意
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

牧
野
は
、「
有
害
」
な
図
書
を
禁
止
し
、
自
然
主
義
と
社
会
主
義
を
ひ
と
ま
と
め
に
「
危
険
」
と

み
な
し
て
、
教
育
か
ら
排
斥
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ

（
８
）

る
。

秋
骨
が
、
明
治
四
一
年
一
一
月
に
な
っ
て
こ
の
牧
野
前
文
相
の
訓
令
を
持
ち
出
し
た
の
は
、
当

時
の
小
松
原
文
相
の
動
向
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
発
言
を
受
け
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

（
９
）

る
。
同
年

八
月
一
五
日
『
読
売
新
聞
』「
小
松
原
文
相
演
説
」
を
見
る
。

昨
日
文
部
省
夏
期
講
習
会
証
書
授
与
式
席
上
に
於
て
小
松
原
文
相
の
な
し
た
る
演
説
の
要
旨

は
左
の
如
し

（
略
）
学
生
風
紀
の
振
粛
は
時
弊
矯
正
上
頗
る
必
要
な
る
を
以
て
文
部
省
は
明
治
三
十
九
年

訓
令
を
以
て
訓
示
す
る
所
あ
り
爾
来
茲
に
弐
年
有
半
職
に
教
育
し
あ
る
者
は
同
訓
令
の
旨
趣

を
体
し
て
熱
心
尽
力
せ
ら
る
べ
き
こ
と
と
信
ず
然
る
に
学
生
の
風
紀
は
今
尚
ほ
充
分
に
振
粛
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さ
れ
ず
し
て
種
々
の
非
難
を
受
く
る
場
合
甚
だ
多
し
願
く
は
教
職
に
あ
る
者
は
将
来
一
層
の

注
意
を
以
て
益
々
其
実
蹟
を
挙
ぐ
る
こ
と
に
奮
励
せ
ら
れ
且
つ
常
に
家
庭
と
も
連
絡
を
通
じ

以
て
平
素
の
行
状
を
審
に
し
常
に
そ
の
指
導
を
誤
ら
ざ
ら
ん
こ
と
に
留
意
す
る
は
最
も
必
要

な
る
こ
と
と
信
ず

小
松
原
は
、
明
治
三
九
年
の
訓
令
に
基
づ
き
こ
れ
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
秋
骨
が
「
近
頃
は
又
た
特
に
甚
し
く
こ
れ
を
圧
迫
す
る
方
針
が
其
筋
に
あ
る
と
か
聞
い
た
」

と
い
う
よ
う
に
、
警
視
庁
の
取
締
も
強
化
さ
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
同
年
九
月
五
日
『
読
売

新
聞
』「
社
会
主
義
取
締
策
」
を
挙
げ
る
。

社
会
主
義
は
之
を
学
理
と
し
て
研
究
す
る
は
可
な
る
も
一
知
半
解
の
同
主
義
者
が
我
国
の
制

度
組
織
の
如
何
を
弁
へ
ず
猥
り
に
国
家
を
呪
咀
す
る
が
如
き
は
大
に
取
り
締
り
を
要
す
思
ふ

に
警
視
庁
が
現
今
採
り
つ
ゝ
あ
る
取
締
法
即
ち
図
書
に
注
意
し
図
書
館
の
貸
出
を
謹
む
如
き

も
一
便
法
な
ら
ん
彼
の
自
然
主
義
文
学
の
中
に
も
頗
る
注
意
を
要
す
べ
き
者
あ
り
之
れ
に
対

す
る
警
視
庁
の
態
度
を
非
難
す
る
者
あ
る
は
唯
に
自
己
の
一
身
を
見
て
他
を
知
ら
ざ
る
者
の

言
の
如
と
某
司
法
当
局
者
は
語
れ
り

先
に
挙
げ
た
秋
骨
の
文
章
は
、
こ
の
よ
う
な
政
府
の
動
き
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
と
い
え
る
。

秋
骨
は
同
じ
問
題
を
、
明
治
四
二
年
一
〇
月
「
政
治
と
近
代
思
想
」（『
太
陽
』
第
一
五
巻
一
三

号
）
で
も
論
じ
て
い
る
。
三
章
構
成
の
評
論
で
あ
り
、
（
一
）
で
は
社
会
主
義
に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
る
。

今
日
で
は
社
会
と
い
ふ
文
字
に
か
れ
等
は
恐
れ
を
な
し
て
居
る
。
苟
も
社
会
と
い
ふ
文
字
さ

へ
あ
れ
ば
少
し
の
容
赦
も
な
く
こ
れ
を
叩
き
潰
さ
う
と
し
て
居
る
。
社
会
主
義
に
も
色

く

あ
る
が
、
現
在
東
京
に
出
没
す
る
そ
の
主
義
者
の
多
く
は
実
に
厭
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
、

（
略
）
併
し
そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
社
会
主
義
的
な
思
想
は
現
代
の
思
想
で
あ
る
。
社
会
主
義

者
を
厭
ふ
は
宜
し
い
、
或
は
主
義
其
も
の
を
排
斥
す
る
の
も
宜
し
い
、
（
略
）
併
し
な
が
ら

そ
の
傾
向
を
も
つ
た
思
想
、
そ
の
色
彩
を
帯
び
た
思
想
は
其
下
に
游
漫
し
て
居
る
。
日
本
の

天
下
で
は
な
い
、
世
界
の
天
下
に
普
及
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
牢
乎
と
し
て
抜
く
べ

か
ら
ざ
る
近
代
の
思
想
で
あ
る
、
而
か
も
流
行
的
一
時
的
の
も
の
で
は
な
い
。
歴
史
的
に
秩

序
的
に
ま
た
論
理
的
に
発
展
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
の
主
義
を
好
む
は
別
と
し
て
政
治
家

は
深
く
此
問
題
を
考
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

秋
骨
は
、
社
会
主
義
的
な
思
想
は
世
界
に
普
及
し
て
い
る
現
代
の
思
想
で
あ
り
、
歴
史
的
に
発

展
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
政
治
家
は
深
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

（
二
）
で
は
、
自
然
主
義
へ
と
展
開
す
る
。

併
し
な
が
ら
現
代
思
想
は
只
社
会
主
義
的
思
想
の
独
有
で
は
な
い
。
（
略
）
此
数
年
来
漠
然

と
吾
が
文
壇
に
自
然
主
義
と
言
は
れ
て
来
た
も
の
も
そ
れ
で
あ
る
。
此
自
然
主
義
が
ま
た
社

会
主
義
の
や
う
に
現
代
思
想
で
ま
た
普
通
的
で
、
牢
乎
と
し
て
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で

あ
る
と
共
に
、
其
末
徒
に
於
て
は
随
分
嘔
吐
を
催
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
、
（
略
）
併
し
な
が

ら
こ
の
主
義
の
大
体
の
傾
向
は
人
心
の
新
ら
し
い
覚
醒
で
あ
る
。
（
略
）
左
様
し
て
丁
度
此

場
合
に
も
政
府
の
取
締
監
視
は
正
し
く
誤
つ
て
居
る
か
の
観
が
あ
る
。

秋
骨
は
こ
の
よ
う
に
い
う
。
そ
し
て
、「
為
政
者
は
宜
し
く
今
日
の
文
学
の
後
援
が
歐
洲
に
あ

る
事
に
注
意
し
て
、
今
日
の
所
謂
文
学
を
叩
き
潰
す
つ
も
り
な
ら
ば
、
歐
洲
の
文
学
を
叩
き
潰
す

や
う
に
考
へ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
と
考
ら
れ
る
。
（
略
）
社
会
主
義
や
文
芸
を
取
締
る
の
も
宜
し

い
が
、
そ
れ
を
掏
摸
や
窃
盗
の
検
挙
と
同
様
に
心
得
て
や
つ
て
は
大
間
違
で
あ
る
の
は
良
い
と
し

て
、
や
が
て
そ
れ
が
自
分
等
の
叩
き
潰
ぶ
さ
う
と
す
る
も
の
を
成
立
さ
せ
る
事
に
な
る
。」
と
述

べ
て
い
る
。

秋
骨
は
、
自
然
主
義
も
「
新
し
い
覚
醒
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
自
然
主
義
を
叩
き
潰

す
事
は
「
歐
洲
の
文
学
を
叩
き
潰
す
」
こ
と
で
あ
り
、
社
会
主
義
や
文
芸
を
取
締
れ
ば
、
か
え
っ

て
そ
れ
ら
を
成
立
さ
せ
る
と
警
告
し
て
い
る
。

（
三
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

此
科
学
的
思
想
な
る
も
の
は
西
洋
の
宗
教
と
は
一
致
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。
宗
教
ば
か

り
で
は
な
い
、
古
い
思
想
、
古
い
経
験
と
は
一
致
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
、
或
る
意
味
に

於
て
は
破
壊
的
の
も
の
で
あ
る
、
無
神
論
と
な
り
、
唯
物
論
と
な
り
、
懐
疑
論
に
至
ら
し
む

る
も
の
は
此
科
学
的
思
想
で
あ
る
。
明
治
の
初
年
に
科
学
を
教
育
に
採
用
し
た
時
に
は
其
処

ま
で
気
が
つ
か
な
か
つ
た
の
か
、
今
日
に
至
つ
て
そ
れ
が
解
つ
て
来
た
の
で
、
一
部
の
教
育

家
は
困
つ
て
居
る
や
う
で
あ
る
、
こ
れ
は
当
然
の
事
で
あ
る
。
大
き
く
い
ふ
と
今
の
為
政
者

の
恐
れ
て
居
る
社
会
主
義
も
新
興
文
学
も
こ
の
科
学
的
思
想
か
ら
来
て
居
る
と
云
つ
て
も
良

い
位
で
あ
る
。

秋
骨
は
、
科
学
的
思
想
は
古
い
思
想
や
経
験
に
対
し
て
破
壊
的
で
あ
り
、
社
会
主
義
も
自
然
主
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義
も
こ
の
科
学
的
思
想
か
ら
来
て
い
る
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
秋
骨
は
、
総
理
大
臣
も
文
部
大
臣
も

「
科
学
思
想
が
何
や
ら
新
興
文
学
が
何
や
ら
一
向
了
解
だ
に
出
来
て
居
な
い
」
と
、
批
判
す
る
。

次
に
見
た
い
の
は
、
秋
骨
が
同
時
期
に
、
個
人
主
義
や
自
我
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。

「
誤
ら
れ
た
る
自
我
主
義
」（『
東
京
毎
日
新
聞
』、
明
四
二
・
二
・
一
二
～
一
三
）
で
は
、「
強
い

個
人
主
義
を
其
の
ま
ゝ
日
本
に
輸
入
す
る
と
、
昔
か
ら
の
家
族
制
度
と
衝
突
す
る
と
か
云
つ
て
杞

憂
を
抱
く
人
も
あ
る
が
（
略
）
自
我
の
意
識
を
強
く
す
る
と
い
ふ
事
は
大
変
結
構
だ
と
思
ふ
。
老

人
ど
も
が
元
気
が
な
い
気
力
が
無
い
と
云
つ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
本
当
の
気
力
は
恁
う
い
ふ
処
か

ら
出
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
、「
も
し
イ
プ
セ
ン
や
『
マ
グ
ダ
』
に
見
え
る
や
う
な
本
当
の
自
我

を
発
揮
す
る
事
が
出
来
れ
ば
、
昔
の
道
徳
で
云
つ
た
気
力
又
は
元
気
と
変
ら
な
い
、
む
し
ろ
其
れ

に
勝
つ
た
も
の
が
出
て
来
る
の
で
は
無
い
か
。」
と
述
べ
、
自
我
の
発
揮
を
重
視
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
秋
骨
は
評
論
・
随
筆
で
自
然
主
義
や
社
会
主
義
が
抑
圧
さ
れ
る
こ
と
に
抵
抗
し
、

そ
れ
ら
が
科
学
的
思
想
を
も
と
に
発
展
し
て
き
た
世
界
的
な
思
想
や
文
学
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
抑
圧
は
西
洋
思
想
や
文
学
へ
の
全
面
的
な
抑
圧
に
他
な
ら
な
い
と

述
べ
、
政
治
家
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
個
人
主
義
批
判
に
対
し
て
も
、
自
我
の
発
揮
を
肯
定
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

二

明
治
四
四
年
一
月
、
大
逆
事
件
で
囚
わ
れ
た
幸
徳
秋
水
ら
一
二
名
の
処
刑
が
行
わ
れ
る
。
秋
骨

は
、
こ
の
こ
と
に
沈
黙
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
同
年
三
月
一
九
日
『
読
売
新
聞
』
に
「
笑
の
な

き
時
代
」
と
題
す
る
文
章
を
書
い
て
い
る
。
少
し
見
る
。

幸
徳
伝
次
郎
君
は
笑
は
な
い
人
で
あ
る
。
私
は
そ
の
人
に
面
接
し
た
事
は
な
い
の
で
、
果
し

て
そ
の
顔
面
に
笑
の
顕
は
れ
る
か
否
か
を
知
ら
ぬ
が
、
そ
の
書
い
た
も
の
に
は
一
点
の
笑
を

も
認
め
る
事
は
出
来
な
い
、
さ
れ
ば
そ
の
人
生
観
に
は
余
裕
が
な
い
、
余
裕
が
な
い
か
ら
真

剣
で
は
あ
ら
う
が
、
果
し
て
そ
れ
に
依
つ
て
物
真
を
得
る
事
が
出
来
や
う
か
、
頗
る
疑
は
し

い
。

秋
骨
は
、
秋
水
を
「
笑
は
な
い
人
」、「
余
裕
が
な
い
」
と
評
し
て
い

（
10
）

る
。
だ
が
秋
骨
は
、
現
代

は
「
切
迫
つ
ま
つ
た
時
代
」
で
あ
り
、「
此
の
時
代
に
於
て
個
人
に
向
つ
て
余
裕
を
保
て
、
笑
を

示
せ
と
云
ふ
の
は
或
は
無
理
な
る
注
文
か
も
知
れ
ぬ
。
幸
徳
君
に
笑
の
な
い
の
を
咎
め
る
の
は
無

理
で
あ
ら
う
。」
と
述
べ
、
秋
水
を
擁
護
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
然
主
義
に
つ
い
て
も
併
せ
て
言

及
し
、
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

自
然
主
義
文
学
の
常
に
張
瞻
瞑
目
し
て
居
る
や
う
な
趣
を
示
し
て
居
る
の
は
む
し
ろ
当
然
な

事
か
も
知
れ
ぬ
。
第
一
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
が
尽
く
余
裕
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
今

日
の
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
は
社
会
主
義
、
個
人
主
義
、
自
然
主
義
、
虚
無
主
義
等
の
時
代
で
あ
る
。

こ
の
間
に
産
出
す
る
文
学
が
こ
れ
等
の
思
想
を
伝
へ
る
の
も
当
然
な
事
で
あ
る
。
所
謂
一
部

の
人
の
危
険
な
る
思
想
と
云
ふ
も
の
は
一
代
の
思
潮
で
あ
る
。（
略
）
こ
れ
等
の
思
潮
は
益
々

社
会
を
風
靡
し
て
行
く
。
吾
が
思
想
界
も
自
か
ら
此
の
大
勢
に
順
つ
て
進
ん
で
居
る
。

秋
骨
は
、「
危
険
な
る
思
想
」
は
「
社
会
を
風
靡
し
て
行
く
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

「
一
部
の
人
の
恐
る
ゝ
所
謂
危
険
な
る
思
想
以
外
今
日
の
人
心
を
動
か
す
思
想
は
一
つ
も
な
い
の

で
あ
る
。
い
く
ら
論
語
を
安
く
売
り
、
四
書
五
経
を
ポ
ケ
ツ
ト
に
入
る
ゝ
や
う
に
し
て
も
、
迚
も

追
付
く
事
で
は
な
い
」
と
い
う
。

だ
が
こ
の
よ
う
に
述
べ
つ
つ
、
秋
骨
は
、「
私
は
そ
の
間
に
於
て
何
処
か
に
余
裕
を
ほ
し
く
思

ふ
。
人
間
の
人
間
ら
し
き
笑
を
ほ
し
く
思
ふ
の
で
あ
る
。
同
じ
く
社
会
主
義
、
同
じ
く
現
代
主
義

で
も
、
私
は
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
シ
ヨ
ウ
の
劇
曲
を
好
む
。
そ
の
可
笑
味
の
心
持
を
有
難
く
感
ず

る
者
で
あ
る
。」
と
い
う
。
そ
し
て
、「
仏
蘭
西
革
命
の
時
代
は
余
り
に
真
面
目
で
あ
つ
た
。
そ
の

間
に
一
点
の
笑
ひ
も
な
か
つ
た
。
（
略
）
私
は
笑
を
欠
く
事
が
、
斯
く
の
如
き
恐
る
べ
き
時
代
を

演
出
し
は
し
な
い
か
と
云
ふ
事
を
恐
れ
る
」
と
、
笑
い
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

笑
い
と
い
う
視
点
か
ら
述
べ
ら
れ
た
批
評
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
秋
骨
の
独
自
性
で
あ
る

と
も
い
え
る
。
こ
う
い
っ
た
視
点
か
ら
、
秋
骨
が
大
逆
事
件
後
、
秋
水
を
擁
護
し
つ
つ
も
、
秋
水

と
そ
の
時
代
に
欠
落
し
て
い
る
要
素
を
指
摘
す
る
文
章
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き

た
い
。

事
件
後
、
西
洋
思
想
へ
の
警
戒
が
一
層
強
ま
る
と
同
時
に
、
儒
教
的
道
徳
の
隆
盛
も
顕
著
に
な

る
。
発
禁
処
分
は
厳
し
さ
を
増
し
、
西
洋
文
学
も
危
険
視
さ
れ
る
。
秋
骨
は
、
こ
の
こ
と
に
抵
抗

し
て
い
る
。
明
治
四
四
年
四
月
一
八
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』「
危
険
な
ら
ざ
る
文
学
と
は
何
ぞ
や

（
上
）」
を
見

（
11
）

る
。
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秋
骨
は
、「
今
日
流
行
す
る
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
文
学
例
へ
ば
ト
ル
ス
ト
イ
と
か
、
イ
プ
セ
ン
と
か
、

ヴ
エ
テ
キ
ン
ト
と
か
云
ふ
作
者
の
小
説
や
戯
曲
が
危
険
な
文
学
で
あ
る
と
云
ふ
事
に
少
し
も
異
議

は
な
い
。」
と
述
べ
、
こ
れ
ら
は
「
危
険
な
思
想
を
持
つ
て
居
る
」
と
い
う
。
だ
が
、「
異
議
の
な

い
と
云
ふ
の
は
、
電
車
の
危
険
で
あ
る
と
云
ふ
の
に
異
議
の
な
い
と
云
ふ
の
と
同
じ
」
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
恐
れ
る
の
は
「
自
分
の
意
気
地
の
な
い
事
を
示
す
も
の
」
で
、
「
恐
れ
嫌
つ
て
も
輸
入

さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
い
う
。

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

現
代
に
於
け
る
立
派
な
文
学
と
云
は
れ
る
も
の
は
、
緫
て
み
な
所
謂
危
険
な
る
文
学
で
、
片

仮
名
に
依
つ
て
今
日
紹
介
さ
れ
流
行
し
て
居
る
歐
洲
の
文
学
は
、
そ
の
凡
て
ゞ
あ
る
と
考
へ

る
の
で
あ
る
。
苟
も
外
国
文
学
一
切
を
禁
止
す
る
な
ら
ば
宜
し
い
が
、
さ
も
な
く
ば
少
し
た

り
と
も
外
国
文
学
を
紹
介
す
る
な
ら
ば
、
所
謂
危
険
な
る
も
の
は
是
非
伴
は
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
、
伴
ふ
で
は
な
い
是
非
そ
の
主
要
な
も
の
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
略
）
こ
れ
等
の

文
学
は
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
支
配
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
若
し
そ
れ
一
切
の
外
国
思
想
を

杜
絶
し
て
、
武
士
道
と
儒
教
と
を
以
て
凡
て
を
や
つ
て
行
く
と
云
ふ
の
は
少
し
無
理
で
あ
る
。

さ
ら
に
秋
骨
は
、「
西
洋
の
文
学
の
み
で
は
な
い
孔
孟
の
書
で
も
こ
れ
を
見
る
に
今
日
の
考
を

以
て
す
れ
ば
、
或
は
危
険
な
る
も
の
と
な
ら
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
。
恐
ら
く
キ
リ
ス
ト
の
教
へ
か
ら
社

会
主
義
を
引
き
出
し
得
る
と
同
じ
く
、
孔
孟
の
教
へ
か
ら
も
社
会
主
義
を
演
繹
し
得
ぬ
と
も
限
ら

ぬ
。」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
秋
骨
は
、
西
洋
文
学
が
危
険
視
さ
れ
る
こ
と
を
批
判
し
、
危
険
を
伴
わ
な
い
立
派

な
文
学
な
ど
な
い
と
説
く
。
そ
し
て
、
西
洋
思
想
を
排
斥
し
て
「
武
士
道
と
儒
教
」
で
や
っ
て
い

く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
同
年
一
二
月
「
自
然
主
義
か
ら
耽
美
主
義
へ
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
七
三
号
）
で
、
秋

骨
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

今
年
の
文
壇
は
、
概
し
て
言
へ
ば
荒
涼
落
寞
を
極
め
て
居
た
と
言
へ
る
、
（
略
）
つ
ま
り
前

内
閣
が
政
府
と
し
て
持
つ
て
居
る
全
ゆ
る
方
法
、
所
謂
官
憲
の
威
力
を
濫
用
し
て
た
と
へ
ば

自
然
主
義
と
言
ふ
様
な
思
想
を
一
種
の
危
険
な
も
の
で
あ
る
か
の
や
う
に
考
へ
、
そ
れ
に
依

つ
て
折
角
発
達
し
か
ゝ
つ
た
文
芸
を
滅
茶
に
し
た
。
そ
の
悪
い
結
果
が
今
年
に
成
つ
て
現
は

れ
て
来
た
の
で
、
謂
は
ゞ
折
角
出
か
ゝ
っ
た
花
の
蕾
を
も
ぎ
取
ら
れ
て
了
つ
た
観
が
あ
る
。

そ
し
て
、「
今
年
の
文
壇
の
一
般
傾
向
は
快
楽
主
義
的
で
、
そ
の
原
因
の
一
は
自
然
主
義
の
余

り
切
迫
し
た
様
な
反
動
で
あ
り
、
他
の
一
は
真
面
目
な
思
想
を
強
ゐ
て
政
府
が
圧
迫
し
来
つ
た
結

果
だ
と
見
ら
れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
文
章
の
表
面
に
出
て
い
る
の
は
自
然
主
義
で
あ
る
が
、「
官
憲
の
威
力
を
濫
用
し
て
」、

「
真
面
目
な
思
想
を
強
ゐ
て
政
府
が
圧
迫
し
来
つ
た
結
果
」
と
い
っ
た
言
葉
に
は
、
大
逆
事
件
へ

の
批
判
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
。

秋
骨
は
、
大
逆
事
件
を
独
自
の
視
点
か
ら
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
益
々
厳
し
く
文
学
が
検
閲

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
憂
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

三

大
正
に
入
っ
て
か
ら
の
秋
骨
に
つ
い
て
見
る
。

秋
骨
の
発
禁
処
分
に
対
す
る
批
判
は
続
い
て
い
る
。
孤
蝶
立
候
補
か
ら
一
年
三
ヶ
月
後
、
大
正

五
年
六
月
の
「
発
売
禁
止
の
恐
れ
な
き
文
芸
の
価
値
」（『
三
田
文
学
』
第
七
巻
六
号
）
で
は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

秋
骨
は
、「「
ボ
ヴ
ア
リ
夫
人
」
の
翻
訳
は
出
版
を
禁
止
さ
れ
た
、「
女
の
一
生
」
も
同
様
で
あ

る
。
嘗
て
は
モ
リ
エ
ル
さ
へ
も
禁
止
さ
れ
た
。」
と
い
い
、「
他
の
事
は
何
事
で
も
西
洋
に
感
心
し

て
し
ま
つ
て
、
文
芸
の
一
事
に
な
る
と
こ
れ
を
排
斥
し
や
う
と
い
ふ
」
こ
と
に
、「
惑
は
ざ
る
を

得
な
い
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、「
今
か
り
に
吾
が
官
憲
の
眼
を
以
て
見
た
標
準
に
依
り
、
古
今

の
文
芸
か
ら
そ
の
当
然
禁
止
す
べ
き
要
素
を
抜
き
去
つ
て
見
た
ら
」、「
残
る
処
は
如
何
な
も
の
に

な
る
で
あ
ら
う
。」
と
い
い
、
各
国
の
文
学
に
言
及
し
た
後
、「
文
芸
か
ら
吾
が
官
憲
の
標
準
を
以

て
し
た
発
売
禁
止
の
要
素
を
除
外
し
た
も
の
ゝ
、
価
値
の
な
い
事
は
了
知
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
。

さ
ら
に
、「
イ
ギ
リ
ス
の
例
か
ら
見
て
も
発
売
禁
止
と
云
ふ
事
が
所
謂
官
憲
の
目
的
を
達
す
る

所
以
で
な
い
事
が
知
れ
や
う
、
何
と
な
れ
ば
さ
う
云
ふ
点
に
於
て
も
つ
と
自
由
で
あ
つ
た
方
が
、

危
険
思
想
な
り
秩
序
紊
乱
な
り
を
防
ぐ
所
以
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
い
う
。
そ
し
て
、「
古
今

東
西
を
問
は
ず
苟
も
文
芸
と
称
し
て
長
い
生
命
を
保
つ
て
居
る
も
の
ゝ
内
に
は
、
み
な
発
売
禁
止

的
の
要
素
は
入
つ
て
居
る
事
を
自
分
は
断
言
し
て
憚
ら
な
い
。」
と
述
べ
、
発
禁
を
批
判
し
て
い
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る
。次

に
、
大
正
六
年
六
月
「
官
憲
国
の
文
学
」（『
三
田
評
論
』
第
二
三
九
号
）
を
見
る
。
秋
骨
は
、

日
本
は
「
何
事
も
官
憲
の
力
に
依
つ
て
居
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
、「
併
し
な
が
ら
こ
ゝ
官
憲
国

に
一
個
全
く
官
憲
の
手
に
依
ら
ず
し
て
発
展
し
て
来
た
一
天
地
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
丈
け
は
恐

ら
く
今
後
と
雖
も
恐
ら
く
官
憲
の
手
の
如
何
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
残
る
で
あ
ら
う
と

思
は
れ
る
。
そ
れ
は
文
学
の
世
界
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
徳
川
時
代
に
は
外
国
と
い
ふ
要
素
は
」
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
が
、「
今
日
に
な
つ
て

は
外
国
と
い
ふ
も
の
を
除
外
し
て
考
へ
る
事
は
出
来
ぬ
。
否
む
し
ろ
外
国
文
学
の
刺
激
に
依
つ
て

今
日
の
文
学
は
発
展
し
て
来
た
」
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、

最
新
の
外
国
文
学
は
一
言
に
し
て
こ
れ
を
蔽
へ
ば
反
抗
の
文
学
で
あ
る
。
（
略
）
反
抗
と
は

教
権
に
対
し
、
学
問
に
対
し
、
政
治
に
対
し
、
社
会
に
対
し
、
風
俗
に
対
し
、
道
徳
に
対
し
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
対
し
て
顕
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
が
一
と
纏
め
に
な
つ
て
、
一

時
自
然
主
義
文
学
と
言
は
れ
て
横
行
し
た
の
で
あ
る
。
今
や
自
然
主
義
と
い
ふ
名
は
衰
へ
た

し
、
そ
の
軽
佻
な
態
度
は
排
斥
さ
れ
て
し
ま
つ
た
が
、
然
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
深
い
さ
ら
に

真
面
目
な
考
は
、
な
ほ
強
く
人
の
心
に
沁
み
込
ん
で
来
て
ゐ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
官
憲
国
の
文
学
が
あ
ら
ゆ
る
圧
迫
を
受
け
な
が
ら
、
徒
手
よ
く
今

日
の
状
態
に
ま
で
及
ん
だ
の
は
偉
と
す
べ
き
で
あ
る
。
（
略
）
今
日
の
露
西
亜
文
学
を
生
ん
だ
も

の
は
露
西
亜
政
府
と
そ
の
教
権
と
の
圧
抑
で
あ
る
。
か
く
て
吾
々
は
官
憲
万
歳
、
を
叫
ば
ざ
る
を

得
ぬ
の
で
あ
る
。」
と
、
皮
肉
る
の
で
あ
る
。

秋
骨
は
、
官
憲
か
ら
の
文
学
の
独
立
を
誇
り
と
し
、「
外
国
文
学
の
刺
激
」
を
重
視
し
続
け
て

い
る
の
で
あ
る
。

秋
骨
の
大
正
期
の
評
論
・
随
筆
か
ら
、
他
に
も
い
く
つ
か
見
て
お
き
た
い
。

「
古
い
心
新
し
い
心
―
私
の
嫌
ひ
な
武
士
道
」（『
東
京
日
日
新
聞
』、
大
一
〇
・
五
・
四
～
六
）

を
挙
げ
る
。
秋
骨
は
「
私
は
武
士
道
が
大
嫌
ひ
で
す
。」
と
い
う
。
そ
し
て
、「
元
来
が
大
し
た
事

で
も
な
い
武
士
道
」
を
、
な
お
「
簡
単
に
し
て
卑
近
に
し
て
見
せ
た
も
の
」
と
し
て
「
旧
芝
居
」

を
挙
げ
、「
お
芝
居
で
見
る
武
士
道
と
か
忠
義
と
か
を
真
に
受
け
て
、
誰
れ
で
も
そ
の
や
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
教
へ
た
り
す
る
も
の
ゝ
あ
る
の
は
驚
く
の
外
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
述
べ

る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

思
想
家
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
政
治
家
が
思
想
に
生
き
て
居
れ
ば
、
そ
れ
が
そ
の
時
代
の
生

命
と
な
り
ま
す
。（
略
）
私
は
今
日
思
想
の
指
導
を
か
れ
こ
れ
云
ふ
も
の
ゝ
、（
略
）
み
な
自

分
が
深
く
そ
れ
に
生
き
て
居
な
い
で
、
只
皮
相
の
考
へ
か
ら
、
若
く
は
只
国
の
た
め
と
か
社

会
の
た
め
と
か
に
せ
よ
、
単
に
利
用
厚
生
の
た
め
に
、
そ
れ
を
説
い
て
居
る
の
で
あ
ら
う
と

考
へ
ま
す
。
さ
う
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
今
少
し
知
識
階
級
の
心
を
動
か
し
得
る
筈
な
の
で

す
に
、
そ
れ
が
旨
く
行
か
な
い
で
、
却
つ
て
自
分
達
の
恐
れ
て
居
る
所
謂
危
険
思
想
と
か
い

ふ
も
の

そ
れ
は
何
で
あ
る
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
事
実
危
険
で
も
何
で
も
な
く
、
む
し
ろ

廣
く
世
間
の
た
め
に
な
る
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

そ
ん
な
も
の
に
困
つ
て
居
る
の
は
、

正
し
く
そ
の
証
拠
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
。

秋
骨
は
、
政
治
家
が
「
思
想
に
生
き
」
る
こ
と
も
な
く
、「
危
険
思
想
」
を
恐
れ
て
い
る
状
況

を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
文
章
の
な
か
で
秋
骨
は
、
民
本
主
義
に
つ
い
て
も
批
判
し
て
い
る
。「
私
の
親
父
も

私
以
上
に
武
士
が
嫌
ひ
で
し
た
。（
略
）
そ
し
て
立
派
な
民
主
々
義
者
で
し
た

こ
と
わ
つ
て

置
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
民
主
々
義
で
、
決
し
て
民
本
主
義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
私
は
又
民
本
主
義

と
い
ふ
も
の
が
大
嫌
ひ
で
す
。
或
は
武
士
道
以
上
に
嫌
ひ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
民
本
主
義
と
い
ふ

や
う
な
胡
麻
化
し
が
、
尤
も
現
代
的
で
ま
た
尤
も
有
害
な
も
の
で
せ
う
。」
と
述
べ
る
。
武
士
道

を
嫌
う
と
と
も
に
、
民
本
主
義
も
「
胡
麻
化
し
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
他
の
評
論
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
の
涙
」（『
三
田
評
論
』
第

二
六
二
号
、
大
八
・
五
）
で
は
、

兎
に
角
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
は
帝
王
の
友
で
は
あ
る
ま
い
。
ア
メ
リ
カ
の
共
和
政
治
位
が
、
正
し

く
そ
の
真
相
で
は
な
か
ら
う
か
、
そ
れ
を
吾
が
国
体
に
悖
ら
な
い
と
か
、
東
洋
の
王
者
が
デ

モ
ク
ラ
シ
イ
で
あ
つ
た
と
か
い
ふ
の
は
、
以
の
外
の
事
で
は
あ
る
ま
い
か
。
デ
モ
ク
ラ
シ
イ

を
日
本
語
に
な
ほ
す
と
、
民
本
主
義
だ
な
ど
と
変
な
胡
麻
化
し
を
言
つ
て
得
意
に
な
つ
て
居

る
の
も
厭
な
心
持
が
す
る
。
何
処
ま
で
も
民
主
々
義
な
ら
民
主
々
義
に
し
て
置
い
た
ら
怎
ん

な
も
の
な
の
だ
。
そ
の
上
で
そ
れ
が
悪
い
も
の
な
ら
何
処
ま
で
も
退
治
し
て
仕
ま
ふ
が
良
か

ら
う
。
煮
え
切
ら
な
い
所
謂
不
徹
底
は
自
分
の
や
う
な
微
温
主
義
者
で
も
嫌
ひ
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、「
米
の
飯
と
国
風
」（『
三
田
評
論
』
第
二
七
二
号
、
大
九
・
三
）
で
は
、「
不
徹
底
は
日
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本
の
特
色
で
あ
る
。
流
行
の
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
は
当
然
民
主
々
義
と
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
自
分
の
考
へ
に
し
て
間
違
は
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
或
る
人
の
唱
へ
て
居
る
や
う
な
国
風
と

は
両
立
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
近
頃
は
民
本
主
義
な
ど
ゝ
呼
び
出
し
て
胡
麻
化
し
て
居

る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

秋
骨
は
、
こ
れ
ら
の
評
論
で
も
、
民
本
主
義
を
「
胡
麻
化
し
」
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
に
も
う
一
つ
、
見
て
お
き
た
い
文
章
が
あ
る
。
大
正
一
二
年
九
月
に
起
き
た
関
東
大
震
災
で

大
杉
栄
が
殺
害
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
秋
骨
は
「
他
界
の
大
杉
君
に
送
る
書
」（『
随
筆
』
第
二

巻
一
号
、
大
一
三
・
一
）
と
い
う
印
象
的
な
文
章
を
書
い
て
い
る
。
秋
骨
は
、
亡
き
大
杉
に
呼
び

か
け
る
。

貴
下
は
ど
う
も
幸
運
な
方
で
す
。
兵
隊
に
殺
さ
れ
た
と
言
へ
ば
不
幸
の
や
う
で
す
が
、
あ
れ

が
一
段
と
貴
下
の
名
を
高
く
し
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
（
略
）
世
間
は
余
程
社
会
主
義
者

の
説
い
て
居
る
政
治
に
近
く
な
つ
て
来
て
居
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
世
間
は
社
会
主
義
と

い
ふ
名
称
を
恐
れ
な
が
ら
、
そ
の
実
に
就
い
て
は
随
喜
し
て
居
ま
す
。
随
分
変
な
も
の
で
す

ネ
。

こ
の
よ
う
に
屈
折
し
た
表
現
で
、
敢
え
て
「
幸
運
」
と
言
っ
て
大
杉
の
死
を
昇
華
さ
せ
、
彼
を

讃
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
私
は
貴
下
の
事
か
ら
、
不
幸
な
人
が
出
来
た
事
を
悲
し
み
ま
す
。

そ
れ
は
下
級
の
憲
兵
諸
氏
で
す
、
こ
の
人
々
こ
そ
実
に
天
を
仰
い
で
も
地
に
伏
し
て
も
（
略
）
浮

ば
れ
な
い
人
々
で
す
。」
と
述
べ
、「
極
楽
な
ん
か
貴
下
は
お
嫌
ひ
」
で
「
地
獄
」
に
お
ら
れ
る
だ

ろ
う
が
、「
一
つ
貴
下
か
ら
お
閻
魔
様
に
願
つ
て
い
た
ゞ
い
て
、
そ
の
兵
士
諸
君
の
減
刑
を
し
て

頂
き
た
い
」、
な
る
べ
く
な
ら
「
無
罪
に
し
て
上
げ
て
貰
ひ
た
い
」
と
、
憲
兵
た
ち
の
減
刑
を
大

杉
に
頼
む
の
で
あ
る
。

独
特
な
追
悼
の
文
章
で
あ
る
。
滑
稽
と
い
え
ば
滑
稽
で
あ
る
が
、
裏
に
鋭
い
洞
察
と
、
殺
害
へ

の
強
い
批
判
も
読
み
取
れ
る
。
同
時
に
、
大
杉
の
大
様
な
人
柄
へ
の
親
愛
と
い
っ
た
も
の
も
感
じ

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
秋
骨
渾
身
の
、
鎮
魂
の
文
章
で
あ
る
に
相
違
な
い
。

こ
の
よ
う
に
秋
骨
は
、
大
正
に
入
っ
て
か
ら
も
発
禁
へ
の
批
判
を
続
け
、
文
学
の
独
立
、
民
主

主
義
、
そ
し
て
思
想
の
自
由
を
求
め
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

こ
こ
で
少
し
、
右
に
挙
げ
た
「
他
界
の
大
杉
君
に
送
る
書
」
に
併
せ
て
、
本
稿
第
二
節
で
述
べ

た
よ
う
に
、
秋
骨
が
大
逆
事
件
後
笑
い
と
い
う
視
点
か
ら
秋
水
を
批
評
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
し

て
お
き
た
い
。
秋
骨
の
特
徴
の
一
つ
は
、
こ
の
笑
い
や
諷
刺
に
あ
る
。
島
崎
藤
村
は
、
秋
骨
の
諷

刺
を
斎
藤
緑
雨
の
系
譜
を
引
く
も
の
で
あ
る
と
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。

藤
村
は
、「
戸
川
秋
骨
君
の
思
ひ
出
」（『
英
語
青
年
』
第
八
一
巻
一
二
号
、
昭
一
四
・
九
）
の

な
か
で
、「
君
が
異
色
あ
る
随
筆
家
と
し
て
知
ら
れ
た
の
も
そ
の
サ
タ
イ
ア
に
よ
る
こ
と
で
、
こ

れ
が
戸
川
君
だ
と
言
つ
て
見
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
そ
の
諷
刺
文
学
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。」

と
述
べ
る
。
そ
し
て
、

明
治
以
来
の
文
学
者
の
中
で
、
そ
の
方
面
に
早
い
足
跡
を
遺
し
て
行
つ
た
人
に
斎
藤
緑
雨
君

が
あ
る
。（
略
）
鋭
い
諷
刺
に
か
け
て
は
当
時
同
君
の
右
に
出
る
も
の
は
な
く
、
多
く
の
諸

先
輩
に
取
つ
て
は
煙
た
い
存
在
で
あ
つ
た
に
相
違
な
い
。
（
略
）
今
に
な
つ
て
思
ひ
出
し
て

見
る
と
、
こ
の
緑
雨
君
か
ら
一
番
多
く
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を
受
け
た
人
は
、
平
田
君
で
も
な

く
、
馬
場
君
で
も
な
く
、
ま
た
わ
た
し
で
も
な
く
、
性
格
か
ら
何
か
ら
一
番
遠
さ
う
な
戸
川

君
で
あ
つ
た
と
想
ひ
当
る
ふ
し
も
多
い
。
（
略
）
君
の
諷
刺
文
学
を
緑
雨
君
の
発
展
と
言
つ

て
し
ま
う
の
は
、
言
ひ
過
ぎ
か
も
知
れ
な
い
が
、
緑
雨
君
時
代
に
は
ま
だ
軽
か
つ
た
諷
刺
を

も
つ
と
ず
つ
と
内
容
の
あ
る
も
の
に
深
め
た
の
が
戸
川
秋
骨
君
だ
と
い
ふ
風
に
わ
た
し
は
考

へ
た
い
。

と
、
秋
骨
と
緑
雨
の
親
近
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

秋
骨
は
、
緑
雨
と
親
し
く
交
際
し
た
。
秋
骨
の
「
斎
藤
緑
雨
（
評
伝
）」（『
文
章
世
界
』
第
一

巻
六
号
、
明
三
九
・
三
）
に
は
、
明
治
二
九
年
一
〇
月
、
秋
骨
の
下
宿
に
緑
雨
が
一
葉
の
危
篤
を

知
ら
せ
事
後
の
相
談
を
し
に
来
た
の
が
最
初
の
出
会
い
で
あ
り
、
そ
の
後
緑
雨
が
亡
く
な
る
ま
で
、

深
い
交
友
を
結
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

余
の
斎
藤
緑
雨
君
と
知
己
に
な
つ
た
の
は
明
治
二
十
九
年
十
月
下
旬
の
事
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。

或
る
夜
君
は
余
の
下
宿
を
訪
は
れ
、
一
葉
女
史
の
病
危
篤
に
瀕
せ
る
由
を
報
じ
、
且
つ
其
後

事
の
相
談
に
及
ば
れ
た
の
が
其
始
め
で
あ
つ
た
。
（
略
）
こ
の
時
の
事
が
深
い
感
銘
を
余
の
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脳
裏
に
刻
む
だ
の
は
当
然
で
あ
ら
う
。
実
に
余
は
緑
雨
君
の
事
を
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
の

で
あ
る
。
こ
の
事
の
あ
つ
て
か
ら
後
は
互
に
往
来
し
、
伴
れ
だ
ち
て
鳥
屋
の
二
階
へ
上
つ
た

事
も
あ
る
、（
略
）
殊
に
郊
外
の
散
歩
は
君
の
好
む
所
で
あ
つ
た
が
、
向
島
熊
谷
堤
雑
司
谷

目
白
方
面
と
諸
方
を
歩
き
廻
つ
た
こ
と
は
夥
し
い
の
で
あ
つ
た
。
の
ち
余
は
明
治
三
十
一
年

の
九
月
を
以
て
山
口
に
ゆ
き
、
そ
れ
よ
り
は
日
常
手
紙
の
往
復
を
の
み
し
て
夏
の
休
暇
に
上

京
す
る
時
に
は
必
ら
ず
遇
ふ
事
に
仕
て
居
た
。
然
る
に
明
治
三
十
五
年
の
夏
上
京
し
た
時
、

君
は
小
田
原
に
居
ら
れ
た
が
、
態
々
手
紙
を
よ
こ
し
、
是
非
遊
び
に
来
る
様
、
（
略
）
云
ひ

送
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
不
幸
に
し
て
（
略
）
別
に
私
用
の
あ
つ
た
為
め
余
は
緑
雨
君
の
好

意
に
反
い
た
が
、
こ
れ
が
た
め
爾
来
終
に
君
と
相
見
る
の
機
を
失
し
、
永
久
に
別
れ
る
事
と

な
つ
た
。（
略
）
余
の
緑
雨
君
と
の
交
り
は
斯
く
の
如
く
短
く
あ
る
が
、
其
始
め
が
ロ
オ
マ

ン
チ
ツ
ク
で
、
終
り
が
や
ゝ
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
の
で
余
の
君
か
ら
受
け
た
感
銘
も
尋
常
で

な
い
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
緑
雨
が
亡
く
な
る
の
は
明
治
三
七
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
秋
骨
に
と
っ
て
緑
雨

は
、「
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
」
人
で
あ
っ
た
。

秋
骨
は
、
世
間
か
ら
怖
れ
ら
れ
た
緑
雨
の
鋭
い
皮
肉
や
冷
酷
さ
に
つ
い
て
理
解
し
、
緑
雨
の
本

質
を
捉
え
よ
う
と
様
々
な
分
析
を
試
み
て
い
る
。「
斎
藤
緑
雨
君
と
チ
ヤ
ア
ル
ズ
・
ラ
ム
」（『
報

知
新
聞
』、
大
一
四
・
四
・
九
～
一
九
）
で
、
秋
骨
は
、「
私
は
斎
藤
君
と
は
可
な
り
親
し
く
し
た
。

従
つ
て
少
く
と
も
そ
の
半
面
は
知
つ
て
居
る
つ
も
り
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。特

に
緑
雨
君
は
そ
ん
な
よ
い
方
面
を
露
出
し
た
り
、
若
く
は
弱
音
を
吐
い
た
り
す
る
の
が
禁

物
で
あ
つ
た
と
見
え
る
。
そ
の
結
果
は
往
往
自
分
の
思
つ
て
居
る
処
と
は
反
対
な
方
面
を
表

に
露
は
す
事
に
な
る
。
す
る
と
世
間
は
こ
の
反
対
な
方
面
を
そ
の
ま
ゝ
受
納
す
る
。
さ
う
な

る
と
そ
れ
が
緑
雨
君
に
は
ま
た
い
よ

く
馬
鹿
々
々
し
く
思
は
れ
る
の
で
、
そ
れ
が
更
に
ま

た
痛
罵
の
因
と
な
る
、
と
い
つ
た
わ
け
で
、
結
局
表
面
か
ら
推
す
と
、
緑
雨
君
は
た
ゞ
冷
酷

な
人
と
な
つ
て
了
ふ
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
ふ
。
し
か
し
実
の
処
は
温
情
の
豊
か
な
と
い

ふ
の
が
真
相
で
は
あ
る
ま
い
か
。
強
度
の
熱
情
の
裏
が
、
冷
酷
な
言
辞
行
動
と
な
つ
て
顕
は

れ
て
居
る
と
見
る
の
は
非
で
あ
ら
う
か
。

秋
骨
は
、
こ
の
よ
う
に
緑
雨
の
冷
酷
な
言
葉
の
裏
に
「
温
情
」
や
「
熱
情
」
が
あ
る
と
見
る
。

そ
し
て
、「
偽
善
の
反
対
な
る
偽
悪
の
人
で
あ
つ
た
。」
と
い
う
の
で
あ
る
。

秋
骨
は
、
緑
雨
に
「
日
露
戦
争
以
後
の
東
京
市
を
見
せ
て
、
其
批
判
を
聞
き
度
く
も
感
ず
る
」

（「
斎
藤
緑
雨
（
評
伝
）」、
前
出
）
と
い
う
。
私
も
以
前
、
緑
雨
と
幸
徳
秋
水
の
親
交
に
注
目
し
、

緑
雨
が
秋
水
の
非
戦
論
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
述
べ
た

（
12
）

論
で
、「
緑
雨
が
生
き
続
け
て
い
た
と

し
た
ら
、
秋
水
は
「
大
逆
事
件
」
に
性
急
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
緑
雨
は
、

秋
水
の
処
刑
に
際
し
て
、
一
体
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
発
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
」
と
書
い
た
こ
と
が

あ
る
。
も
し
緑
雨
が
秋
水
の
傍
に
存
在
し
続
け
て
い
た
ら
、
秋
水
は
秋
骨
の
い
う
「
笑
は
な
い
人
」

や
「
余
裕
が
な
い
」
人
に
は
な
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
秋
骨
の
笑
い
と
い
う
視
点
か
ら
の

批
評
に
は
、
緑
雨
と
重
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
が
ま
た
緑
雨
な
ら
、
秋
骨
よ
り
も

激
し
く
、
親
し
か
っ
た
秋
水
の
死
を
嘆
き
、
も
っ
と
痛
烈
な
皮
肉
で
こ
の
裁
判
を
嘲
罵
し
た
か
も

し
れ
な
い
。

秋
骨
は
、
思
想
・
言
論
の
自
由
が
制
限
さ
れ
て
い
く
時
代
に
鋭
く
切
り
込
む
面
を
持
ち
つ
つ
、

一
方
で
は
笑
い
の
要
素
を
含
ま
せ
よ
う
と
す
る
。
緑
雨
も
、
表
現
の
自
由
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に

反
発
し
た
こ
と
が
あ
る
。
明
治
三
三
年
一
一
月
、
劇
場
取
締
規
則
が
警
視
庁
か
ら
改
正
発
布
さ
れ
、

そ
の
第
二
三
条
に
お
い
て
「
勧
善
懲
悪
の
主
旨
に
背
戻
す
る
」
演
劇
は
「
興
行
す
る
こ
と
を
得
ず
」

と
定
め
ら
れ
る
。
緑
雨
は
こ
れ
を
危
惧
し
、
翌
三
四
年
一
月
の
大
野
洒
竹
宛
書
簡
で
、「
一
同
団

結
し
て
社
会
に
対
抗
す
る
」
こ
と
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ

（
13
）

る
。

秋
骨
は
、
緑
雨
の
笑
い
を
受
け
継
い
で
い
る
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

戸
川
秋
骨
は
、
馬
場
孤
蝶
が
衆
議
院
選
挙
に
立
候
補
し
た
際
に
刊
行
さ
れ
た
『
現
代
文
集
』
に

は
寄
稿
し
て
い
な
い
。
だ
が
秋
骨
も
孤
蝶
と
同
様
に
、
大
逆
事
件
前
後
の
思
想
・
言
論
の
自
由
に

対
す
る
抑
圧
や
、
発
禁
処
分
を
批
判
し
続
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
西
洋
の
思
想
や
文
学
を
排
斥
し
、

儒
教
的
道
徳
を
強
化
す
る
動
き
に
抵
抗
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
治
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
反
動
す
る
時
代
に
、
秋
骨
も
孤
蝶
も
自
由
な
精
神
を
求
め
、
西

洋
の
思
想
や
文
学
を
重
視
す
る
こ
と
を
訴
え
続
け
て
い
る
。
明
治
中
期
、『
文
学
界
』
で
活
躍
し

た
人
々
が
、
そ
の
後
こ
う
い
っ
た
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
は
、
大
逆
事
件
前
後
の
抑
圧
の
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時
代
に
伏
流
す
る
一
つ
の
抵
抗
の
動
き
と
し
て
、
光
を
当
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

秋
骨
の
、
大
逆
事
件
後
に
書
か
れ
た
幸
徳
秋
水
を
評
す
る
文
章
や
、
関
東
大
震
災
で
殺
害
さ
れ

た
大
杉
栄
を
追
悼
す
る
文
章
は
、
秋
骨
の
独
自
性
が
笑
い
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
こ
に
、
同
じ
く
笑
い
と
い
う
特
質
に
よ
っ
て
、
時
代
の
風
潮
や
権
力
に
鋭
く
切
り
込

ん
だ
、
斎
藤
緑
雨
の
影
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）

拙
論
「
馬
場
孤
蝶
と
与
謝
野
寛
、
大
正
四
年
衆
議
院
選
挙
立
候
補
―
大
逆
事
件
へ
の
文
壇
の
抵
抗
―
」

（
『
近
代
文
学
試
論
』
第
四
八
号
、
二
〇
一
〇
・
一
二
）

（
２
）

拙
論
「『
孤
蝶
馬
場
勝
彌
氏
立
候
補
後
援
現
代
文
集
』
と
思
想
・
言
論
の
自
由
―
書
い
た
作
家
・
書

け
な
か
っ
た
作
家
・
書
か
な
か
っ
た
作
家
―
」
（
『
甲
南
大
学
紀
要
文
学
編
』
第
一
六
四
号
、
二
〇
一

四
・
三
）

（
３
）

拙
論
「
『
孤
蝶
馬
場
勝
彌
氏
立
候
補
後
援
現
代
文
集
』
と
思
想
・
言
論
の
自
由
」（
前
出
）
で
、
こ
の

広
告
に
は
名
前
が
あ
る
の
に
『
現
代
文
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
作
家
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
戸

川
秋
骨
（
広
告
で
は
「
戸
河
秋
骨
」）
を
含
め
、
森
鷗
外
や
幸
田
露
伴
な
ど
三
三
名
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

（
４
）

後
に
、『
戸
川
秋
骨

人
物
肖
像
集
』（
二
〇
〇
四
・
三
、
み
す
ず
書
房
）
に
「「
秋
骨
船
」
上
船
案

内
」
と
し
て
収
録
。

（
５
）

近
年
、
松
井
浩
章
『
「
凡
人
崇
拝
」
の
非
凡
人

評
伝
戸
川
秋
骨
物
語
』
（
二
〇
二
一
・
二
、
熊
日
出

版
）
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）

拙
論
「
発
売
禁
止
の
潮
流
と
馬
場
孤
蝶
『
社
会
的
近
代
文
芸
』
―
思
想
・
言
論
の
「
絶
対
の
自
由
」

を
求
め
て
―
」（『
甲
南
大
学
紀
要
文
学
編
』
第
一
六
七
号
、
二
〇
一
七
・
三
）、
拙
論
「
夏
目
漱
石

「
私
の
個
人
主
義
」
に
見
る
大
逆
事
件
へ
の
抵
抗
―
馬
場
孤
蝶
衆
議
院
選
挙
立
候
補
と
新
聞
・
雑
誌
記

事
を
手
掛
か
り
に
―
」（『
甲
南
大
学
紀
要
文
学
編
』
第
一
七
一
号
、
二
〇
二
一
・
三
）、
拙
論
「
馬
場

孤
蝶
衆
議
院
選
挙
立
候
補
に
お
け
る
女
性
作
家
た
ち
の
応
援
―
与
謝
野
晶
子
・『
青
鞜
』
と
、
孤
蝶
の

女
性
論
―
」
（
『
甲
南
大
学
紀
要
文
学
編
』
第
一
七
二
号
、
二
〇
二
二
・
三
）
等
で
論
じ
て
い
る
。

（
７
）

秋
骨
は
こ
の
文
章
で
、
「
女
学
生
上
り
の
女
優
が
出
来
の
で
（
略
）
こ
れ
か
ら
家
庭
の
堕
落
が
起
る

か
も
知
れ
ぬ
。
」
と
い
う
『
朝
日
新
聞
』
に
書
か
れ
た
三
輪
田
元
道
の
説
に
言
及
し
、「
嘔
吐
を
催
し
た
」

と
抗
議
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
娘
を
し
て
女
優
た
ら
し
む
る
家
庭
は
軟
化
せ
る
家
庭
で
あ
る
と
云
ふ

の
は
何
と
い
ふ
無
礼
な
且
つ
鄙
し
い
心
の
言
葉
で
あ
ら
う
。
」
と
い
い
、
「
僕
の
言
葉
が
可
笑
し
い
と
思

へ
ば
少
し
イ
プ
セ
ン
を
読
む
で
呉
れ
給
へ
」
と
述
べ
て
い
る
。
秋
骨
『
凡
人
崇
拝
』（
大
一
五
・
二
、

ア
ル
ス
）
の
「
非
武
士
道
論
の
悲
哀
」
に
は
、「
又
武
士
道
と
同
じ
よ
う
に
人
の
よ
く
口
に
し
た
流
行

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
賢
母
良
妻
と
い
ふ
の
が
そ
れ
で
す
。
（
略
）
若
し
こ
ん
な
考
へ
が
実
際
に
世

に
行
は
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
ら
、
一
つ
た
ゝ
き
壊
し
て
や
ら
う
と
考
へ
て
居
ま
し
た
」
と
あ
る
。
秋
骨

は
、
女
優
を
蔑
視
す
る
こ
と
に
抗
議
し
、
女
性
解
放
を
抑
圧
す
る
儒
教
的
良
妻
賢
母
主
義
を
批
判
し
て

い
る
こ
と
も
、
付
言
し
て
お
き
た
い
。

（
８
）
「
文
部
省
訓
令
と
地
方
庁
」（
『
読
売
新
聞
』
、
明
三
九
・
六
・
二
七
）
に
は
、「
各
地
方
庁
に
て
は
文

部
省
訓
令
第
一
号
の
旨
趣
を
貫
徹
す
る
為
め
目
下
具
体
的
案
を
作
成
中
の
由
な
る
が
小
説
雑
誌
等
の
審

査
を
遂
げ
青
年
の
読
物
と
し
て
有
害
な
ら
ず
と
認
め
た
る
も
の
を
公
表
し
」
と
あ
り
、
こ
の
訓
令
は
急

速
に
実
行
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
分
か
る
。

（
９
）

秋
骨
は
、「
前
の
が
必
要
の
も
の
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
文
相
は
自
然
主
義
禁
圧
の
訓
令
を
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
」
と
書
い
て
い
る
た
め
、
明
治
四
一
年
頃
に
文
部
省
が
出
し
た
訓
令
を
『
官
報
』

等
で
調
べ
た
が
、
該
当
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

（
10
）

秋
骨
は
続
け
て
、
「
夏
目
さ
ん
は
随
分
ニ
ガ

く
し
い
顔
を
し
て
居
る
が
、
心
に
は
笑
の
あ
る
人
で

あ
る
。
そ
の
小
説
は
一
見
し
て
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
で
居
る
事
を
示
し
て
居
る
が
、
小
説
で
な
く
ど
ん
な

笑
を
ぬ
き
に
し
た
も
の
で
あ
つ
て
も
、
自
か
ら
一
條
の
和
気
の
そ
の
内
に
漂
つ
て
居
る
の
が
ほ
の
見
え

る
。
余
裕
派
低
徊
趣
味
な
ど
云
ふ
事
の
説
か
れ
た
の
も
自
か
ら
依
つ
て
来
る
処
は
此
の
こ
の
辺
に
あ
る

の
で
、
そ
の
意
味
は
中
々
深
い
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
秋
水
と
夏
目
漱
石
を
対
比
し
て
い
る
。
秋
骨

は
漱
石
と
親
し
く
交
際
し
た
が
、
二
人
の
文
学
に
お
け
る
笑
い
と
い
う
接
点
も
注
目
さ
れ
る
。

（
11
）

明
治
四
三
年
九
月
一
六
日
か
ら
一
〇
月
四
日
ま
で
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
一
四
回
に
渡
り
連
載
さ
れ

た
「
危
険
な
る
洋
書
」
へ
の
反
論
と
見
ら
れ
る
。
九
月
一
七
日
に
イ
プ
セ
ン
、
一
八
日
に
ト
ル
ス
ト
イ
、

二
一
日
に
エ
デ
キ
ン
ト
（
秋
骨
の
表
記
は
ヴ
エ
テ
キ
ン
ト
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
12
）

拙
論
「
緑
雨
と
秋
水
―
そ
れ
ぞ
れ
の
『
非
戦
論
』
―
」
（
『
国
文
学
攷
』
第
一
八
四
号
、
二
〇
〇
四
・

一
二
）

（
13
）
「
斎
藤
緑
雨
氏
の
書
翰
」
（『
斎
藤
緑
雨
全
集
』
第
二
巻
、
一
九
九
四
・
三
、
筑
摩
書
房
）
参
照
。
拙

論
「
日
清
戦
争
後
の
緑
雨
―
国
家
主
義
化
へ
の
抵
抗
―
」（『
近
代
文
学
試
論
』
第
四
二
号
、
二
〇
〇
四
・

一
二
）
で
述
べ
て
い
る
。

（二一） 塚本 章子：明治末期から大正に見る、戸川秋骨の評論・随筆


